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特特集集  ⾷⾷料料安安全全保保障障のの強強化化にに向向けけてて  

 
 
世界的な⾷料需要の増加や国際情勢の不安定化等に伴う⾷料安全保障1上のリスクの⾼

まりにより、⾷料の多くを海外に依存している我が国は、将来にわたって⾷料を安定的に
供給していくためのターニングポイントを迎えています。令和4(2022)年に⼊り、飼料、
肥料、燃油等の農業⽣産資材の国際価格の⾼騰や、輸⼊⾷料の価格⾼騰による国内での⾷
料品価格の⾼騰等が、円安の進⾏もあいまって、農業経営や国⺠⽣活に⼤きな影響を及ぼ
しています。このため、今回の特集では、飼料、肥料等の農業⽣産資材の価格上昇が農業
経営に与えた影響や、⾷料品の価格上昇が消費者に与えた影響とともに、これらへの対応
について整理しています。 

その上で、⾷料安全保障の強化が国家の喫緊かつ最重要課題となる中、⾷料安定供給・
農林⽔産業基盤強化本部において、令和4(2022)年12⽉に「⾷料安全保障強化政策⼤綱」
が決定され、⾷料の安定供給の基盤強化に向けて、継続的に講ずべき⾷料安全保障強化の
ために必要な対策等が明らかにされました。 

以下では、その内容について紹介します。 
 

第第11節節 世世界界的的なな⾷⾷料料情情勢勢のの変変化化にによよるる⾷⾷料料安安全全保保障障上上ののリリススククのの
⾼⾼ままりり  

 
((11))  ⾷⾷料料品品やや農農業業⽣⽣産産資資材材のの価価格格⾼⾼騰騰  
((世世界界のの⾷⾷料料需需給給等等ををめめぐぐるるリリススククがが顕顕在在化化))  

世界の⾷料需給については、世界的な⼈⼝増加や、新興国の経済成⻑等により⾷料需要
の増加が⾒込まれる中、地球温暖化等の気候変動の進⾏による農産物の⽣産可能地域の変
化や異常気象による⼤規模な不作等が⾷料供給に影響を及ぼす可能性があり、中⻑期的に
は逼迫

ひっぱく
が懸念されます。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤に伴うサプライチェーン(供給網)の混乱
に加え、令和4(2022)年2⽉のロシアによるウクライナ侵略等により、⼩⻨やとうもろこし
等の農作物だけでなく、農業⽣産に必要な原油や肥料等の農業⽣産資材についても、価格
⾼騰や原料供給国からの輸出の停滞等の安定供給を脅かす事態が⽣じるなど、我が国の⾷
料をめぐる国内外の状況は刻々と変化しており、⾷料安全保障上のリスクが増⼤していま
す(図図表表  特特--11)。 

 

 
1  ⽤語の解説(1)を参照 

 

 

 
 

 
 

((フフォォーーカカスス))  ウウククラライイナナのの穀穀物物⽣⽣産産量量はは、、著著ししくく減減少少すするる⾒⾒通通しし  
 
令和5(2023)年3⽉に⽶国農務省(USDA)が公表した資料

によれば、ウクライナの2022/23年度における⼩⻨⽣産量
は、ロシアによる侵略の影響を受け、前年度⽐36％減少の
2,100万tの⾒通しとなっており、輸出量は前年度⽐28％減
少の1,350万tの⾒通しとなっています。また、2022/23年度
におけるとうもろこし⽣産量は前年度⽐36％減少の2,700
万tの⾒通しとなっており、輸出量は前年度⽐13％減少の
2,350万tの⾒通しとなっています。 

ウクライナ農業政策⾷料省による令和5(2023)年3⽉21
⽇時点の予測によれば、冬⼩⻨の作付けがロシアによるウ
クライナ侵略前であった2022/23年度と⽐較して減少した
こと等から、2023/24年度の穀物・⾖類の作付⾯積は、141
万ha減少の1,024万haの⾒込みとなっています。 

さらに、同省の令和5(2023)年3⽉21⽇時点の予測によれ
ば 、 2023/24 年 度 の 穀 物 ・ ⾖ 類 の ⽣ 産 量 は 、 4,430 万
t(2022/23年度5,310万t)となる⾒通しとなっています。 

我が国ではウクライナから穀物をほとんど輸⼊していま
せんが、今後ともウクライナ情勢が国際穀物貿易や価格に
与える影響等について注視していく必要があります。   
 

ウウククラライイナナのの穀穀物物⽣⽣産産量量及及びび輸輸出出量量    

資料：⽶国農務省(USDA)「PS＆D」(2023.3)
を基に農林⽔産省作成     
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図表 特-1 令和4(2022)年の諸外国での主な動き 

資料：農林⽔産省作成 

EUでは記録的な⼲ばつが発⽣。欧州連合
(EU)欧州委員会は「少なくとも過去500年で
最悪の状況」と懸念を表明。とうもろこしが⼤幅
な減産となり、2022年度は世界⼀の輸⼊国・
地域となる⾒込み

インド： 穀物の輸出規制

・⼩⻨について、輸出禁⽌(2022年5/13〜)
(輸⼊国が⾷料安全保障上必要とする場合を
除く)
・コメについて、砕⽶の輸出禁⽌、精⽶等への
輸出税導⼊(2022年9/9〜)
※⾼温乾燥等でコメと⼩⻨が減産

平年の10倍の降⾬で国⼟の3分の1が⽔没。
コメ、綿花が⼤幅に減産

・ブラジル産とうもろこしの検疫条件合意

４者合意（国連、トルコ、ウクライナ、ロシア）

EU: 記録的な干ばつ

インドネシア： パーム油の輸出規制

米国： 西部の記録的な干ばつ
ミシシッピ川流域の降⾬不⾜により、10⽉の⽔位が1927
年の観測開始以来の最低⽔準となり、とうもろこし、⼤⾖、
コメが減産となるとともに、はしけ運賃が⾼騰

・穀物の輸出規制

・肥料の輸出規制

・肥料の輸出検査厳格化の継続

カナダ： 2021年に不作だった
小麦・なたねの生産量が
大幅に回復

黒海

ブラジル： 記録的な豊作
中国

ロシア

2022年7⽉

2022年8⽉〜

2022年6⽉〜

2022年5⽉〜

2021年秋以降(継続)

2022年5⽉

2022年4〜5⽉

2022年10⽉〜

豪州： 小麦・なたねが3年連続で豊作

（小麦は史上最高の生産量を更新）

・穀物等の輸出規制

パキスタン: 記録的な洪水

ウクライナ産ひまわり油の供給減予測からパーム油の
需要が増加。2022年4-5⽉にパーム油の禁輸措置

アルゼンチン 従来からの輸出税の賦課に加え、⼩⻨、
とうもろこしには輸出上限数量を設定

・小麦が史上最高の豊作

2021年秋以降、肥料原料の輸出検査厳格化が継続

ブラジル産とうもろこしの輸⼊について、2022年5⽉に
検疫条件等で合意

・記録的な干ばつ
60年に⼀度の⼲ばつが発⽣

2022年12⽉〜

とうもろこし、⼤⾖が記録的な豊作となり、
それぞれ世界⼀の輸出国となる⾒込み

2022年2⽉下旬のロシアによるウクライナ侵攻により、⿊海を通じた
ウクライナの穀物輸出が停⽌
国連・トルコの仲介により、ウクライナ産穀物等の輸出再開について
４者で合意

窒素肥料、配合肥料について輸出割当を設定
(2021年12⽉〜2022年5⽉、2022年7⽉〜)

⼩⻨、とうもろこし等について輸出関税を賦課。毎年2/15〜6/30
は輸出関税割当制度により数量枠を超えると⾼率関税を適⽤
ひまわり油、同油かすについて輸出関税を賦課

2021年12⽉〜
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